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1. 国営備北丘陵公園について
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 国兼池とアカマツ林を主体とした丘陵地を有する、中国地⽅で唯⼀の国営公園。
 S57年度から整備に着⼿し、H7年に第⼀期開園(約80ha)、以降段階的に整備されH24年

に全園開園(約340ha)。
 主要アクセスは中国⾃動⾞道庄原I.C（広島より⾞で約1時間30分）。

国営公園の区分 (イ)号国営公園

所在地 広島県庄原市三⽇市町
4-10

公園⾯積 338.8ha

⾶⾏機 広島空港より⾞で1時間20分

電⾞ JR芸備線 七塚駅より徒歩20分

⾞ 中国道庄原ICより北⼊⼝︓約5分、中⼊⼝︓約10分
中国横断道三次東JCT・ICより中⼊⼝約15分

＜基本情報＞ ＜主要アクセス＞

【概要】



1. 国営備北丘陵公園について
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『ふるさと・遊び』

【基本理念】

① 緑豊かな⾃然へのいざない
② 中国地⽅の歴史や⽂化とのふれあい
③ 多様なレクリエーションへのしたしみ
④ 周辺環境とのつながり

＜基本テーマ＞

＜基本理念＞

 本公園は、周辺環境との調和と連携を図り、森と湖に囲まれた緑豊かな⾃然の中で、中
国地⽅の歴史や⽂化のふれあいや多様なレクリエーション活動を通じて、⼈間性の回復
と向上の場となるような公園とする。

① 国兼池を中⼼とした湖畔景観や、丘陵景観等の⾃然を⽣かした公園
② 中国地⽅の古い⽂化の継承や、新しい⽂化をはぐくむことのできる公園
③ 四季にわたる多様なレクリエーションに対応できる公園
④ 中国地⽅の全域から利⽤できる公園
⑤ 地域とのふれあいのできる公園

＜基本⽅針＞



２.  官⺠連携⼿法導⼊検討の背景とねらい
官⺠連携⼿法の導⼊⽬的整理

国営公園（都市公園）に関する近年の指針等におけるあり⽅を踏まえ

 ⾃然環境保全
 歴史⽂化の保全活⽤
 観光振興
 防災性向上
 ボランティアの育成
 健康増進

①公園のさらなる魅⼒向上を⽬指す取組により、広域観光の促進や地域活性化に貢献します。
②公園全体の収益性の向上をはかり、質の⾼いサービス・体験として来園者に還元します。

官⺠連携⼿法の導⼊のねらい

 基本テーマ
「ふるさと・遊び」

 公園のストック効果

出典︓国営備北丘陵公園 管理運営プログラム(R3.6)
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 歴史⽂化の保存・継承及び⾃然環境の保存・活⽤に向け
た、体験学習の場の提供と体験プログラムの充実

 公園及び周辺地域の活性化を⽬指した、観光等の関係団
体との連携・協議体制の強化

 協働による公園管理を通じた地域の担い⼿の育成
 誰もが安全で安⼼して利⽤できる公園づくり

 管理運営の重点項⽬



３. 基本情報（⼊園者数）
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 開園（H7年度）から令和2年度までの⼊園者数の累計は約1094万⼈。
 令和元年度には約52.6万⼈、令和2年度には約41.1万⼈が利⽤。

【年間入園者数の推移】



３. 基本情報（⼊園者属性）
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 居住地別では広島県が80〜90％、広島県を含めた中国地⽅が90％以上を占める。
⇒庄原市5〜10％、三次市約5％、広島市30〜40％

 年齢別では30〜40歳代が約50％を占める。
⇒29歳以下は約20％、65歳以上は15〜20％

広
島
県

約
90
％



３. 基本情報（開園時間・休園⽇）
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 季節により変動があるが、開園時間は9:30、閉園時間は16:30〜18:00である。⼝述す
るイルミネーションイベント（備北イルミ)の期間は閉園時間が延⻑する。

 休園⽇は原則毎週⽉曜⽇・年末年始だが、春、夏、秋のイベント時には無休の期間を設
定している。

※イルミネーションイベント期間︓開園時間延⻑する場合あり。

＜開園時間＞ ＜休園⽇＞

期間 開園時間
3⽉1⽇〜6⽉30⽇ 9:30〜17:00
7⽉1⽇〜8⽉31⽇ 9:30〜18:00
9⽉1⽇〜10⽉31⽇ 9:30〜17:00
11⽉1⽇〜11⽉22⽇ 9:30〜16:30
11⽉23⽇〜12⽉25⽇ 14:00〜21:00
12⽉26⽇〜2⽉末⽇ 9:30〜16:30

毎週⽉曜⽇（⽉曜⽇が祝⽇の場合は⽕曜⽇）
年末年始(12/31〜1/1)

4/9〜5/5、7/21〜8/31、9/16〜10/16の⽉曜⽇、
並びにその翌⽇が休⽇に当たる⽉曜⽇は開園



３. 基本情報（⼊園料・駐⾞料⾦等）

9

区分 ⼀般 団体 年間
パスポート

おとな
（15歳以上） 450円 290円 4,500円

シルバー
（65歳以上） 210円 210円 2,100円

こども
（中学⽣以下） 無料 無料 –

⾞種 料⾦ 年パス提⽰
普通⾞ 320円 無料
⼤型⾞ 1,050円
⼆輪⾞ 100円 無料

＜⼊園料＞ ＜駐⾞料⾦＞

※団体︓⼩学⽣以上の20名以上での⼊園が対象。
＜駐⾞台数＞

場所 ⾞ ⼆輪⾞
①第1駐⾞場 490台 約10台
②第2駐⾞場 837台
③第3駐⾞場 126台 –
④第4駐⾞場 144台 –
⑤第5駐⾞場 649台 約10台
⑥第6駐⾞場 111台 –
⑦第7駐⾞場 99台 –
⑧⼤型駐⾞場 31台（⼤型） –

①
②

③ ④

⑤

⑥

⑦

⑧

※第5駐⾞場は無料（無料エリア内のため）。

北入口
中入口



中の広場
ひばの里
花の広場
大芝生広場
つどいの里
みのりの里
いこいの森
星の里
（備北オートビレッジ）

いこいの森
星の里

（備北オートビレッジ）

中の広場

ひばの里

大芝生広場

花の広場

つどいの里

みのりの里

４.  公園内のエリアについて
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無料エリア



５.  主要イベントについて
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⾃然や四季折々の花⽊を⽣かした⾃主イ
ベントを開催しており、特に主要イベント
（下図⾚枠）の開催時期は年間⼊園者数の
約8割を集客している。

４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉

10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉

備北花ピクニック 初夏の花物語 備北夏まつり 備北コスモス
ピクニック

備北コスモス
ピクニック

備北イルミ 冬咲きぼたん展 備北
花ピクニック
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（
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主要イベント開催時の⼊園者数

春（備北花ピクニック）

夏（備北夏まつり）

秋（備北コスモスピクニック）

冬（備北イルミ）

※R2年度は春イベント未実施。



５. 体験イベントについて
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 農村の⾵景が再現されたひばの⾥を中⼼に下記のようなイベントを開催している。
 季節イベントや伝統⽂化体験、⽥植え体験などを季節に合わせて連⽇開催している。

わら細⼯体験 そば打ち体験

⾷体験 もちつき体験



５. 市⺠参加（ボランティア活動）について
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 公園内の希少植物の保護・育成活動や森の整備、⼀部のイベントの開催などは、ボラン
ティアの⽅々に協⼒をいただき実施している。

• グリーンレンジャー
• しょうばら花会議
• 森の楽校

ボランティアによる⽔⿃観察会

ボランティアによる花壇づくり

ガイドボランティアによる⾃然観察会

地域の⼦どもとの森の⼿⼊れ

＜主なボランティア団体＞

＜活動のようす＞



６. 公園内の移動⼿段について
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 本公園ではサイクリングコースを整備しており、北⼊⼝、中⼊⼝に設置されたサイクリ
ングセンターで⾃転⾞の貸出を実施している。

 その他、ロードトレインやシルバーカーの定期運⾏や、電動キックボードの貸出も実施
している。また、イベント混雑時には無料循環バスが運⾏している。

貸し⾃転⾞ 貸し電動⾃転⾞
(26インチ)

基本料⾦ 追加料⾦ 基本料⾦ 追加料⾦

おとな
（15歳以上）

3時間
400円

30分ごと
100円

3時間
800円

30分ごと
200円

こども
（中学⽣以下）

3時間
200円

30分ごと
50円 – –

＜貸⾃転⾞料⾦＞

ロードトレイン（有料︓320円／⼈）

シルバーカー（無料）

＜サイクリングコース＞



中の広場
ひばの里
花の広場
大芝生広場
つどいの里
みのりの里
いこいの森
星の里
（備北オートビレッジ）

いこいの森
星の里

（備北オートビレッジ）

中の広場

ひばの里

大芝生広場

花の広場

つどいの里

みのりの里
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７. エリア別詳細
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７. エリア別詳細（中の広場）
【中の広場】
本公園の⼊⼝として、公園利⽤の案内、飲⾷、物販等の機能が配置されるエ

リア 。中の茶屋は園内で最も利⽤の多い飲⾷店である。

 中の茶屋

 売店「ランバス」

 ビジターセンター

 バーベキューハウス

 中⼊⼝サイクリング
センター

＜主要施設＞
施設 概要

ビジターセンター
案内所、救護室、授乳室、
休憩所、トイレ等

中⼊⼝売店「ランバス」 営業⽇︓開園⽇
サイクリングセンター ―
バーベキューハウス ―
中⼊⼝⾷堂「中の茶屋」 営業⽇︓開園⽇
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７. エリア別詳細（ひばの⾥）
【ひばの⾥】
本公園の中⼼施設として、中国⼭地の暮らしと懐かしいふるさと体験ができるエリア。豪農の家を再現

した建築、陶芸や⽵細⼯・⽊⼯を体験できる⼯房、中国地⽅の伝統芸能が演じられる神楽殿などがある。

 やきもの⼯房

 ⽥んぼ

＜主要施設＞

 神楽殿・参集殿

施設 概要
神楽殿・参集殿 ―
さとやま展⽰館 展⽰施設
さとやま屋敷

体験施設

上の農家
下の農家
やきもの⼯房
⽊の⼯房
鉄の⼯房
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７. エリア別詳細（花の広場）
【花の広場】

チューリップやコスモス、ビオラ等により季節ごとに彩られる、約1.5haの花畑からなるエリア。

 花の展望台

 花畑

＜主要施設＞
施設 概要

花の展望台 ―



 湖畔レストハウス

 ⼤型遊具きゅうの丘

 野外ステージ
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７. エリア別詳細（⼤芝⽣広場）
【⼤芝⽣広場】

野外ステージやバーベキューコーナー、多数の遊具が約8haの広⼤な芝⽣広場に配置されたエリア。

施設 概要
きゅうの丘 ⼤型遊具
ちびっ⼦ゲレンデ ⼈⼯芝すべり
林間休憩所 ―
林間アスレチックコース ―
野外ステージ 2万⼈収容可能
バーベキューコーナー ―

湖畔レストハウス
飲⾷店（営業⽇︓⼟⽇祝⽇、イベント開催期間中）
休憩スペース、授乳室等（全開園⽇利⽤可）

＜主要施設＞
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７. エリア別詳細（つどいの⾥）
【つどいの⾥】
⽇本グラウンド・ゴルフ協会認定のグラウンド・ゴルフコースや広場、⼤型遊具等が配置されたスポー

ツやピクニックに最適なエリア。春には約1000本のサクラを楽しむことができる。

 ⼤型遊具きゅうの森  クラブハウス

＜主要施設＞

 グラウンド・ゴルフ
コース

 広場のサクラ

施設 概要
グラウンド・ゴルフコース 4コース32ホール
きゅうの森 ⼤型遊具
クラブハウス 受付、⽤具貸出等
さくら展望台 ⽼朽化のため使⽤中⽌



 フィッシングエリア
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７. エリア別詳細（みのりの⾥）
【みのりの⾥】
⽇本最⼤規模のスイセンガーデンやなし園などが配置されたエリア。ネモフィラやヒマワリなども楽し

むことができる。ディスクゴルフ場跡地にグランピング施設が新設され、令和４年３⽉に開業した。

 なし園 スイセンガーデン

＜主要施設＞
施設 概要

スイセンガーデン ―
なし園 ―
北⼊⼝サイクリングセンター 冬季（11⽉〜2⽉）利⽤停⽌
グランピング施設 2022年3⽉開業
フィッシングエリア 11⽉〜5⽉は閉鎖

 グランピング施設

フィッシングエリアでは、国兼池の外来⿂駆除を⽬的として、
ブラックバス等を釣ることができる。



 バーベキューコーナー

 絵本図書

 情報広場
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７. エリア別詳細（みのりの⾥）
【みのりの⾥（無料エリア）】
社会実験としてH29年から無料開放するエリアであり、「⾥⼭の駅庄原ふらり」としてリニューアルし

た。エントランスセンターには⼦どもの遊び場、観光情報コーナー等が配置されるほか、当エリアでは
「備北丘陵公園北エリア等活性化協議会」によりマルシェやナイトシアター等のイベントが開催される。

 湖畔広場

 エントランスセンター国兼

＜主要施設＞
施設 概要

エントランスセンター国兼 案内所、救護室、授乳室、飲⾷、情報発信等
軽⾷きゅうくん 10:00〜開園時間中営業
絵本図書、情報広場他 ―

ドッグラン 開園時間中利⽤可
バーベキューコーナー ―
湖畔広場 ―
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７. エリア別詳細（みのりの⾥）
【みのりの⾥（無料エリア）】※参考
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７. エリア別詳細（みのりの⾥）
【みのりの⾥（無料エリア）】※参考

＜イベントのようす＞
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７. エリア別詳細（いこいの森）
【いこいの森】
公園内で最も起伏に富んだ地形を有し、⾃然環境保全の観点から豊かな⾃然を残して整備されたエリア。

夏季には中国地⽅最⼤級規模のカブトムシドームが⼀般公開される。

 散策路

 カブトムシドーム

＜主要施設＞
施設 概要

カブトムシドーム 夏季公開
散策路 ―

※11⽉〜2⽉は封鎖期間



 コテージ

 管理センター キャンプサイト

 じゃぶじゃぶ池
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７. エリア別詳細（星の⾥）
【星の⾥（備北オートビレッジ）】
テントサイトとコテージを有するオートキャンプ場。⽇本オートキャンプ協会より五つ星認定されている。
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７. エリア別詳細（星の⾥（備北オートビレッジ））
【星の⾥（備北オートビレッジ）】

名称 施設内容

管理センター 1棟
駐⾞場 2箇所
⼀般カーサイト（上側） 13区画

共同利⽤施設（A）1棟
⼀般カーサイト（下側） 25区画

共同利⽤施設（A）2棟
キャンピング カーサイト 13区画

共同利⽤施設（A）1棟
フリーサイト 21区画程度

共同利⽤施設（B）1棟
コテージサイト（カーサイト側） コテージ（D）7棟

シャワー棟 1棟
コテージサイト（カーサイト側） コテージ（A）2棟

コテージ（B）1棟
コテージ（E）1棟

コテージサイト（カーサイト側） コテージ⾝障者（A）1棟

コテージサイト（熊野池側） コテージ（D）1棟
コテージ⾝障者（B）1棟

コテージサイト（熊野池側） コテージ（C）1棟
コテージサイト（熊野池側） コテージ（C）2棟
コテージサイト（熊野池側） コテージ（C）2棟
附帯施設 ゲート 2基

キャンプファイヤー 1基
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７. エリア別詳細（星の⾥（備北オートビレッジ））
【星の⾥（備北オートビレッジ）】

施設維持費（1⽇及び1泊） ⼤⼈ ⼩・中学⽣
⼀般 350円 無料
団体（20名以上） 260円 無料

オートキャンプサイト ハイシーズン（1泊） ハイシーズン以外（1泊）
⼀般カーサイト 3500円 3000円
フリーサイト 2000円 1500円
キャンピングサイト 4500円 4000円

宿泊施設 ハイシーズン（1泊） ハイシーズン以外（1泊）
4⼈⽤コテージ 17000円 14000円
6⼈⽤コテージ 20000円 17000円

＜基本料⾦＞

＜サイト利⽤料⾦＞

※別途⼊園料が必要

※コテージは1名追加につき、1000円/泊
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 ⺠間事業者の皆様から、本公園の基本理念及び役割の実現に寄与しつつ、本公園の環境
特性、地域の⽂化・歴史・⾵⼟等を活かし、公園の魅⼒向上に繋がる様々なアイディア
に関する提案をいただけると幸いです。

※整備イメージ

キャンプ場

国営海の中道海浜公園
出典︓海の中道公園HP

横浜動物の森公園

アスレチック

出典︓横浜動物の森公園HP

屋外展⽰

武蔵野樹林パーク
出典︓武蔵野樹林パークHP

温浴施設

万葉公園
出典︓湯河原惣湯HP

飲⾷

としまみどりの防災公園
出典︓epietrizHP

野外映画上映

新宿中央公園
出典︓新宿観光振興協会HP

ナイトウォーク

阿寒摩周国⽴公園
出典︓カムイルミナHP

アクティビティ

泉南ロングパーク
出典︓泉南ロングパークHP
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◆Park-PFI制度について
 都市公園において飲⾷店、売店等の公園施設（公募対象公園施設）の設置⼜は管理を⾏う⺠間事業

者を、公募により選定する⼿続きです。
 事業者が設置する施設から得られる収益を公園整備に還元することを条件に、事業者には都市公園

法の特例措置がインセンティブとして適⽤されます。

Park-PFIのイメージ

Park-PFIのメリット
Park-PFIを活⽤することは、⺠間事業者、公園利⽤者

にとって以下のようなメリットが考えられます。

★⺠間事業者のメリット（特例措置）
 設置管理許可期間の特例︓最⻑10年⇒最⻑20年。
 建蔽率の特例︓原則2％＋10％
※屋根付広場等⾼い開放性を有する建築物等︓＋10％
 占有物件の特例︓⾃転⾞駐⾞場、看板・広告塔※
※地域における催しに係る情報に限る。

上記の特例により、⻑期的視野での投資、経営が可能。
緑豊かな空間を活⽤して⾃ら設置する収益施設に合っ

た広場等を⼀体的にデザイン、整備することで、収益の
向上にもつながる質の⾼い空間を創出。

★公園利⽤者のメリット
 飲⾷施設の充実など利⽤者向けサービスが充実。
 ⽼朽化し、質が低下した施設の更新が進むことで、公
園の利便性や安全性の向上。

出典︓公募設置管理制度(Park-PFI)について
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 都市公園法に規定される公園施設は下表のとおり。
 Park-PFIを活⽤した場合の公募対象公園施設は、下表の着⾊部の施設。


